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DJ-CH272 
取扱 説明 書 


本 憲 に は 基本 的 な 操作 方 法 を 記載 し て いま す 。 
拡張 機能 に つい て は 半 社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 


くだ さい 。 
RoHS 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う ご ざ い 
ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ くだ ため 、 こ の 
取扱 説明 有 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 アフ ター サー ビス な ど に 

つい て も 記載 し て いま す の で この 取扱 説明 因 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 また 、 
補足 シー ト や 正誤 家 が 入っ て いる 場合 は 、 取 扱 上 明 填 と 合わ せ て 保 息 し て く 

だ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 本 製 
品 は 免許 ・ 資 格 不 要 の 特定 小 電力 無線 電話 と し て 、 各種 通信 に お 使い いた だ 
け ま す 。 / 
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アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 
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ご 使用 斑 境 
誠 温 、 多 混 、 南 射 日光 の 当たる と ころ 、 晴 じ ん の 多い 場所 は 避け て お 使い くだ さい 


画 水 に つけ な いで 

JIS IPX4 相 当 の 防 潜 性 能 が あり ます が 、 ゴ ムキ ャ ッ プ や 乱 池 フタ を きち ん と 団 じ て いな いと 防水 性 
能 を 保証 で きま せん 。 また 完全 防水 梅 造 で は あり ませ ん の で 水没 、 流 水 で の 洗浄 な ど は 絶対 に お や 
めく だ さい 。 

濡れ た あと は 旨 い た 冗 で 手早く 拭き 取り 、 常 油 を 抜い て 内 部 を よく 吉 燥 させ て くだ さい 。 

防水 に 使わ れ て いる ゴム キャ ッ プ な ど は 経年 劣化 が 生じ 、 防 水性 が 失わ れる こと が あり ます 。 

敵 社 で は 防水 性 に つい て も 製品 と 同じ 保証 期間 で す の で ご 了承 くだ さい 。 


置 分解 し な いで 
特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー の 改造 、 恋 更 は 法律 で 示 此 され て いま ず 。 分 解 し た り 内 を 開け る こと 
は 絶対 に し な いで くだ さい 。 


画 ご 使用 禁止 場所 

本 機 は 才 省 技術 昔 適合 品 で す が 、 使 用 場所 に よっ て は 思わ 電波 際 寄 を 引き 起こ すこ と が あり 
ます 。 次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 

(航空 機内 、 空 江 表 地内 、 新 電線 還 向 内 、 中 織 同 周辺 ) 


日 本 国内 で の み 使 用 で きま す 。 

This prpduct is narmitted fQr uSe in Japan only. 
玉 通 信 中 本 

通信 で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 ぎく 異な り ます 。 


・ 泡 上 、 山 頂 な ど 各 件 の よい 所 : 8km ま た は それ 以上 
・ 河 原 な ど 障 害 物 の な い 平 地 : 00m]km 程 度 

・ 見 通し の よい 人 道 、 郊 外 の 住宅 地 : 500m 得 度 

・ 市 街 地 の よう な 障害 物 の 多い 所 1 00m 程 度 


・ シ ョ ー ト アン テ ナ や ミド ルアン テ ナ で の 通信 距離 は 姓 く な る 場合 が あり ます 。 


玉 障 害 物 
本 に 採用 され て いる 電波 は 画 途 性 が 高い た め 、 間 に ビル や 携 郊 、 ま た は 山 や 丘 険 圭 の 障害 物 が あ 
る と 聞 信 で きる 距 離 が 短く な り ま す 。 


男 バ パッ デリ ー セ ー ブ 

電池 の 消 耗 を 防ぐ 機能 で す 。 生け 伏屋 で 0 生ま 一手 せな いら と 由 本 し ます 。 

信号 を 受信 する が キー 押 作 が お こ な わ れる と バッ テリ ー セ ー ブ は 解除 され 

4 ー セ ー ブ 動作 時 に 信号 を 受 所 す る と 、 ET ID ます が 異常 で は あ 
ませ ん 。 


出 第 三 者 に よる 傍受 
需 波 を 使用 し て いる 関係 上 、 無線 機 問 の 首 放 は 第 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 阻止 する こと は で きま せ 
ん 。 そ の た め 機 密 を 票 する 重要 な 週 話 に 使用 する こと は お 挫 め で きま せん 。 


恒 本 機 の セッ トモ ー ド に は 「 グ ルー プ ト ー ク 」 機能 が 搭載 され て いま す 。 
合 来 製品 と グル ー プ トー ク に よる 巡 店 を お こ な っ た 際 、 会話 が 送 切 れる こと が あり ます 。 

この よう な 場合 は 負 社 ホー ムペ ー ジ に 記載 し て ある 上 級 セ ッ ト モ ー ド の 「 ト ー ン マー ジン 撤 張 」 
機能 を ON に し て お 工 し くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


製品 を 安全 に 


で 使用 いた だ くだ ため 、「 安 全 上 の ご 注意 ] を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 


この 到 扱 説明 持 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 有 財産 
へ の 描 失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表 示 を し て いま す 。 そ の 表示 と 意味 は 次 の よ 


うに な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


表示 の 究 味 


人 名 険 この 表示 を 近視 し て 説 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 重 老 を 負う 危険 


が 落し 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


人 章 告 この 疲 示 を 無 捉 し て 癌 っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 死亡 また は 量 慢 を 負う 可能 
、 | 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 全 寄 を 食う 可能 性 が 想定 さ 


| 條 注 泉 | に の 
れる P 容 、 お よび 物 0 的 抽 特 の み の 発生 が 引 定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


業 示 の 義 中 


人 人 へ 記号 は 、 注 意 ( 基 険 ・ 警 持 台 お ) を 促す 内 容 が ある こと を 告げ る も の で す 。 


図 の 中 に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か れ て いま す 。 


〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ちる こと を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 や 近傍 に 具体 的 な 宗 止 内 宮 が 描か が れ で いま す 。 


け ) が 描か れ て いま す 。 


側 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 指 示す る 内 容 を 告げ る も の で す 。 
図 の 中 に 只 体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は AC アダ プター を コン セン ト か ら 抜 


赤 製 品 の 族 胃 、 包 動 作 、 不 具合 、 あ る い は 全 電 な どの 多 部 殿 因 に て 通信 な どの 会 を 矢 つ たため に 生じ た 損 
窒 な どの 績 各 程 清 損 宮 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 そ の 山 任 を 負い か 守 ま すず ので 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


八 区 千 
軒 使 用 環境 ・ 奈 件 


て の 刷 品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の 
み で す 。 國 外 で は 使用 で きま せん 。 

This product Is permitted for use In 
Jap8n Only. 


この 届 品 を 人 命 敷 助 な どの 目的 で 使用 し 
て 、 万 一 、 故 陣 ・ 誤 動作 な ど が 原因 で 人 
命 が 拓 われ る こと が あっ で も 、 製 造 元 お 
の 中 は その 軸 区 を 負う も の で ば の 


て の 拉 品 どら うし 、 ま た は 他 の 無線 要 と と 
も に 下 近 距離 で 補 敷 台 使用 し な いで くだ 
さい 。 お 互い の 影響 に より 直 隔 ・ 詞 動作 ・ 
不 員 合 の 原因 と な り ま す 。 


と の 裂 品 を 何ら か の シス テム や 中 子 機 器 
の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 
いか な る 崩 動 作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 
元 お よび 月 売 元 は その 下 任 を 負う も の で 
は お り ま せん 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ 
リー 製品 を 接続 し な いで くだ さい 。 故障 
の 原因 と な り ま す 。 


自動 車 な どの 運転 中 に 使用 し な いで くだ 
人 さい 。 交通 事故 の 原因 と な り ま す 。 
運転 者 が 使用 する と き は 車 を 安全 な 場所 
に 止め て か ら ど 使用 くだ さい 。 携 帯 型 舞 
線 擬 を 運転 着 が 走行 中 に 使用 する と 道路 
交 聞 流通 反 で 罰せ られ ます 。 


電子 機器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 
い 。 電流 姜 害 に より 後 呈 の 故 隆 ・ 訓 動作 
の 原因 と な りら ます 。 


内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮 虜 や 衣服 に 付 芽 し 
た と き は 、 皮膚 に 隆 害 を 起こ す お それ が 
お あり ます の で 、 す ぐに ざれ いな 水 で 洗い 
流し て くだ さい 。 


豚 空 機内 、 空 港 戦 垢 内 、 新 昌 門 東 両 内 、 
中 給 局 周辺 で は 使用 し な いで くだ さい 。 

運行 の 安全 や 無線 局 の 通用 、 放 送 の 受信 
に 支 隙 を きた し た り 、 吾 種 機 器 が 故 陣 ・ 


玉 異 常時 の 処置 に つい て 


以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF 
に し て 、 埋 過 を 取り 外し 、 充 忠 器 を ご 重 
用 の 場合 は 、AC アダ プター を AC コン 
セン ト が ら 抜 いて くだ さい 。 異常 な 状 明 
の まま 使用 する と 、 火 災 ・ 感 堆 ・ 故 障 の 
原因 と な り ま す 。 情 理 は お 買い 上 げ の 販 
" 売店 、 ま た は 当社 サー ビス 窓口 に ご 連結 
くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 、 中 法 で 
、 すか ら 、 絶 対 に お 止め くだ さい 。 


玉 党 な 音 が し た り 、 利 が 出 た り 、 棄 な 


誤動作 する 原因 と な り ま す 。 具 い が する と ぎ 

病院 や 医療 材 関 で は 、 医 療 器 な ど に 支 還 沙 と し た り 、 ケ ー ス を 悦 損 し た り し た 
陽 が な いか 十分 に 破 認 の 上 、 菅 理 者 の 許 と ぎ 

可 の も と ご ど 使用 くだ さい 。 男 内 部 に 氷 や 異物 が 入っ た と き 

無線 人 を 使用 し た こと に よっ て 、 い か な 画 AC アダ ブタ ー の コー ド が 偽 ゎ だ と き 
る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 、 当 社 は 一 ( 刻 痕 の 呈 出 や や 断 株 な ど ) 

切 その 豆 任 を 食い か 生ま す の で ご 了 了 浜 く 

だ さい 。 午 が 嶋 り 出し た ら 密 全 の た め 本 体 の 電 質 


を DFF に し 、 充 電器 を ご 使用 の 場合 は 
AC アダ プター を AC コン セン ト か ら 抜 
いて 、 ご 使用 を お 控え くだ さい 。 


画 充 器 の 取り 扱い に つい て 


指定 以外 の 鉛 圧 で 使用 し な いで くだ さ 
い 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 隆 の 原因 と な り ま す 。 


充電 中 の AD ブラ グ の コー ド を タコ 足 配 
線 し な いで くだ さい 。 加熱 ・ 発 火 の 原因 
と な り ま すず 。 


ぬれ た 手 で 充電 器 の AC アダ プター に 引 
れ た りら り 、 抜 差し し な いで くだ さい 。 感 
電 の 原因 と な り ま すず 。 


宛 窟 器 の AC アダ ブタ ー を 、AC コン セ 
ント に 確実 に 監 し 込ん で くだ さい 。AC 
アダ ブタ ー の 刃 に 金具 な ど が 扱 れ る と 、 
火災 ・ 感 電 ・ 故 隊 の 原因 と な り ま す 。 


充 還 器 の AC アダ フタ ー の 刃 に 、 ほ こり 
が 付 秒 し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 
ショ ー ト や 加 煎 に より 火災 感電 ・ 故 隅 
の 碗 因 と な り ま す 。 


罰 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 
イヤ ホン を 使用 する 場 、 あ ら か じ め 音 最 
を 下げ て くだ さい 。 生 力 開 宮 の 原因 に な 
る こと が あり ます 。 イ ヤ ホ ン を 耳 に 装 区 
する 際 、 了 電 が 放 填 する こと が あり ま 
す の で に 注意 くだ さい 。 


この トラ ン シ ー バ ー は 語 整 済み で す 。 特 
定 小生 力 ト ラン シー バー を ユー ザー が 改 
造 変更 す る こと は 法 筆 で 桂 目 され て い 
ます 。 


布 や 布団 で 要 っ た り し な いで くだ さい 。 
骨 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火 災 
の 原因 と な り ま すず 。 庫 半日 光 を 避 け て 風 
通し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


水 を が けた り 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 
また ぬら さ な い よう に ご 注意 くだ さい 。 
火災 ・ 感 宮 ・ 故 陳 の 大 因 と な り ま す 。 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 ( 略 括 場 な ど ) 
で は 人 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 
0 な り ま す 。 


近く に 小 な 意 属 物 や 水 な どの 入っ た 容 
器 を 置か な いで くだ さい 。 こ ぼれ た り 、 
中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 惑 電 ・ 八 陸 の 原 
因 と な り ま す 。 


ト て ト - コ 
八 注 意 
年 使用 環境 ・ 条 件 
テレ ビ ヤ ラ ジオ の 近く で 代用 し な いで く 
OO 
する こと が あり ます ず 。 
湯 友 の 競い 場所 、 ほ こり の 多い 場 
洛 し の いい 則 所 に は 半 い で くだ 
い 。 火 秋 ・ 王 電 ・ 暗 の 還 因 と な る こと 
が あり ます 。 
ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振動 の 多 
い 場所 に は 示 か な いで くだ さい 。 括 ち た 
り 、 件 れ た り し て けが の 原 回 と な る こと 
が あり ます 。 
瑞 日 光 が お た る 場所 や 車 の ヒー ター の 
吹き 出し 口 な ど 、 胃 常 に 江 が 商 く な る 
場所 に は 十 か な いで くだ さい 。 内 部 の 温 
度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 形 ・ 妖 色 
し た り 、 火 淡 の 原因 と な る こと が あり ま 


す 。 

鍋 理 台 や 加 混 器 の そば な ど 油 煙 や 湯気 が 
当たる よう な 場所 に は 訳 か な いで くだ さ 
い 。 火災 ・ 感 嗜 ・ 人 故障 の 原因 と な る こと 
が あり ます > 

イン バー ター を 符 載 し た 電子 提 器 や 照 
明 如 具 な どの 周辺 、 ハ イブ リッ ドカ ー 
や 電気 邊 動車 な どの 車内 や 周辺 で は ノ 
イズ の 影 響 で 電波 隊 容 を 受け る こと が 
あり ます 。 

磁気 カー ド 客 無線 機 の 近く に 賀 か な い 
で くだ さい 。 尋 気 カー ド の デー タ が 消 
去 さ れる こと が あり ます 。 

罰 ト ラン シー バー 本 体 の 取り 扱い に つい て 
アン テ ナ を 訓 っ て 目 な ど に ささ な いよ う 
に し て くだ さい 。 
イヤ ホン / マ イク ロ ン 身 子 に は オブ 
ショ ン の イヤ ホン / マイ クロ ホン 以外 は 
投 税 し な いで くだ さい 。 故 隠 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 

摂 崎 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の 
た め 必 ず ず 本 体 の 第 源 を OFF に し て 、 直 
池 を 取り 外し 、 充電 問 を ど 使用 の 場合 は 
ACG アダ ブタ ー を AC コン セン ト か ら 竣 
いて くだ さい 。 

衝 区 や 水分 、 究 物 の 混入 な ど に よる 故 界 
の 場合 は 、 保証 対象 外 に な り ま ず 。 


還 充 赴 器 の 取り 扱い に つい て 


充 寺 器 の ACE アダ プター を 抜く と き は 、 
コー ド を 引っ 返 ら な いで くだ さい 。 火 
人 ・ 感 電 ・ 改 隊 の 原因 と な る こと が あ 
り ま す 。 必ず AP アダ プター を 持っ て 抜 
いて くだ さい 。 


玩 寺 語 の AC アダ ブタ ー を 訓 器 具 に 近 づ 
け な い で くだ され 。 火 災 ・ 感 辻 ・ 故 障 の 
原因 と な る こと が あり ます 。 


雇 保 守 ・ 点 検 


お 手入れ の 限 は 、 安 全 の た め 必 ず 本 体 の 
電源 を QFF に し て 、 池 を 取り 外し 、 
沈 還 回 を ご 使用 の 場合 は 、AC アダ ブタ ー 
を AC コン セン ト か がら 拓 い て くだ さい 。 


本 体 や 充電 器 の ケー ス は 、 開 け な い で く 
だ さい 。 け が ・ 感 窟 ・ 故 陳 の 原因 と な り 
ます 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 当社 サー ビス セン ター に 
で 依頼 くだ さい 。 


汚れ た 場合 は 秒 ら か いざ れい な で 

さして くだ さい 。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー、 ア ルコ ー ル 、 洗 弄 

な ど を う と 外 肖 や 文字 が 質 す る 和 れ 
人 55 ます 。 

洗 光 剤 な ど を 画 折 的 に 吹き 付け な い 

で くだ さい 。 

李 器 内 冶 に 当 透 し 八 了 の 原因 と な り ま 

す 。 


氏 造 番号 ラベ ル を は が ざさ な いで くだ さ 


い 。 
(1 民 造 番号 が わか ら な いと 保証 サー ビス を 
お 受け 項 く こと が で きま せん 。 


イヤ ホン マイ ク な どの ケー ブル は 、 時 々 
軽く 滑ら せ た 布 で 拭い て くだ さい 。 汗 は 
ケー ブル を 劣化 させ る 原因 に な り ま す 。 


Copyright reserved. Alinco.Ino. 
Printed in China. 


生 定 小 電 力 の 通信 制限 に つい て 


特定 小吉 力 ト ラン シー バー の 通信 に 関す る 制限 事項 に つい て 説明 し ます 。 


3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 送信 で きま せん ) ……………… 


送信 、 受 信 あ わせ て 3 分 以内 で す 。 


10 秒 前 に 約 告 音 が 鳴り ます 。 聞 信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 は 停止 し ます 。 


キャ リア セン ス (受信 中 は 送信 で きま せん ) ………… 


き Ri よ D 自動 的 に 謗 僅 が 水 止 し た 後 は 、 約 秒 経 た な いと 次 の 送 悦 は で | 


ー 定 の 強 さ 以上 の 偶 号 を 受信 し て いる と き は PTT キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 


麗 


付属 品 を ご 確認 くだ さい 
電器 

AC ア ダブ ター 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク 
| ベル トク リッ プ (ネジ 1 本 ) 


に ご 項 入 の 日 人 が 放さ れ て いな いと き は 、 所 


に PT「 キー を 押す と アラ ー ム 昔 が 明り 、 送 信 で さき ない こと を お 知ら せ し ま す 。 
ビープ 音 を DFF に し て いる と アラ ー ム 析 は 則り ませ ん 


扱 説明 寄 
保証 書 


保 挨 し て くだ さい 。 ご 悩 入 日 が 証明 で きる 内 類 が な いと 保証 サー ビス は 無効 と な り ま す の で 


ご 注意 くだ さい 。 


ベル トク リッ プ の 取り 付け ・ 


ベル トク リ ッ プ な ネジ で 本 板 の 調 面 に 取り 付け ます 。 


ー ト を 保 放 吾 と いっ し ょ に 


ペレ トク リッ は 抽 二 で 9。 スペ アー 要 と レー 
て 販売 し て いま ぎの で 、 お 買い 求め の 月 は 販売 
に ご 相 譜 くだ さい 。 


ッ テ リ ー バ パッ ク の 装着 


① カ バー を 開け る 
ロッ ク を 外し て カバ ー を 開け ます 。 


⑧ バ パッ テ リ ー バ ッ ク な 装着 する 


カバ パー を 閉め る 
ツメ を 合わ せ て カバ ー を 閉め 、 
ます 。 
寺 ち ん と 閉まっ て いる こと を 確認 し て くだ さ 
い 。 


ロッ ク を がけ 


バッ テリ ー パ ッ @ ロ \ ク を 
ク を 装 六 す る か ける 


乾電池 ケー スズ (別売 オプ ショ ン ) の 装着 

別売 オプ ショ ン の 乾電池 ケー ス EDH-38 の 使用 方 法 を 説明 し ます 。 

① 乾 電池 を 取り 付け る 
市 販 の 単 四 形 乾 時 池 3 本 を 乾電池 ケー ス 内 側 
の 「+」、「-】 の 青 示 に し た が っ て セッ ト し ます 。 
アル カリ な ど 高 性 能 の 乾電池 を お すす めし ま 
す 。※ 単 四 形 充 寺地 は 、 使 用 で きま せん 。 


@ 乾 電池 ケー ス を 計 着 する 


充電 池 お よび 充電 器 


@⑯ リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー バ パック 


條 充電 衣 : EDC-182 
@AC ア ダブ ター : EDC-138 


:EBP.80 (3.7V 980mAh) 


バッ テリ ー パ ッ ク は 出 条 時 に は 十分 に 充 喉 され て いま せん 。 お 買い 上 げ 後 に 満 充 起 し 
て か ら ご 使用 くだ さい 。 充 品 器 の 動作 温度 彼 囲 は 、OCー+40C で す 。 
空 の リ テ ウ ムイ オン バッ テリ ー バ ッ ク を 浴 充 吉 す る の に 要する 時 間 は 約 3 時 間 で す 。 


・ 四 圧 、 容 思 


| 全 9 


起こ す 危 険 性 が あり ぎ 


寸法 な どの 仕様 が 疾 福 訓 品 と 合わ な い 可 能 性 が あり 、 故 障 の 原因 と な り 
ます の で 市 販 の 充電 池 は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 

・ 弊 社 の 充 需 忠 は 対応 する 交社 誠 品 専用 で す 。 市 央 の 充 外 池 を 充 感 す る こと は で きま せん 。 : 

・ 長 期間 使用 し な いと きき は 、 バ ッ テ リ ー バ ッ ク を 本 体 か ら 取 り 外 し て くだ さい 。 1 

・ バ ッ テ リ ー バ パック だ 持ち 通 品 増 合 は 、 端 子 が ジ ヨ ー ト し な いよ うに ビニ ー ル 拒 に 入れ 「 
る な ど 注 交 し て くだ さい 。 間 子 が ショ ー ト する と 、 大 流 が 流れ て 次 作 や 火 剖 を 引 和 | 


・ ト ラン シー パー に 半音 し た 状態 で うま く 充 己 でき な い 場 合 は 、 バ ッ テ リ ー パ バッ 2 | 


で 移 仙 し て みて くだ さい 。 


充電 器 の 使用 方 法 …… ド ドド oo 


① ト ラン シー バ 


バッ ク を 引 暫 し ます 。 


⑮AC ア ダブ プター の プラ グ を 充 需 器 背面 の ジャ ッ 


ク に 授 続 し ます 。 
③AC ア ダ プ ター 
に 接続 し ます 。 


⑨ ト ランシー パー を 充電 器 の ポケ ッ ト に 挿入 し ま 
京 灯 し ます 。 
⑮ 充 二 が 完了 する と , 緑色 ラン プ が 点灯 し ます 。 


す 。 充電 が 開始 する と 赤色 ラン プ が 


に り デ ウム イオ ン バ ッ テリ 


を 家庭 用 コン セン ト ACTOOV 


彰二 池 ケ ー ス の ツメ を 本 体 の 満 に 差し 込み で 
装 状 し 、 ロ ッ ク を かけ ます 。 ちん と 閉まっ 
て いる に と を 確認 し て くだ さい 


| 閉 電池 に 関す る ご 注意 
整 介 池 は 使い 方 を 語る と 破裂 や 破損 、 流 潜 
れ の 了 原因 と な けり ま す 。 
次 の 注意 京 頂 を 必ず お 守り くだ さい 。 
上 ・ 使 用 し た 乾 赴 池 と 新しい 乾 侵 池 を 混ぜ て 使 
用 し な い 。 
・3 本 と も 同じ 衝 類 の 六 皿 池 を 使用 する 。 
・ 分 解 、 加 名 、 充 員 し な い 。 
・ 長 期間 使用 し な いと き は 、 乾電池 ケー ス を 
ドラ ンジ シー バー 本 体 か ら 取り 外し て お く 。 


メモ 馬 0 ク の 32 倫 と る に と も の を 
・ 本 休 及 び 充電 詳 の 充 悪 敵 子 は と きど き 坦 い 
た 布 で 掃除 し て くだ さい 。 汚れ て いる と 接 


バック の み を 序 淀 する こと も で き 


般 不 良 の 原因 と な り ま す サ 。 


円 ) 寺泊 和 時 の 動作 に つい て 


じ 


仙人 凶 消耗 し た 状態 で 、 大 さき な 宮 が 只 る と 下池 に 負荷 が か か り 、 下 記 の よう な 動作 を 
する こと が あり ます が 故 申 で は あり ませ ん 。 i 
この よう な 場合 は 、、 バ ッ テ リ ー バ ッ ク を 充 寺 し て くだ さい 。 
@ ス ピー カー が ら 大 き な 宮 が 嶋 う た と き 、 デ ィ ス プレ イ 表 示 が 消え る 
@ バ ッ テ リ ー マ ー ク が 空 に よっ て いな い の に ディ スプ レイ 表示 が 消え る 


アン テ ナ 
(ロン グン ミ ドル ノシ ョ ー ト ) 
アン テ ナ は 外れ な いよ うに な っ て 


PTT( き 陸 キ ー 

押す と 送信 、 部 す と 受信 ディ スプ レイ 

待ち 受け 月 に 戻り ます 。 チイ ン ネ ル や 半 、 
各 和 設定 内 谷 を 表示 
し ます 。 

キー バ パッド 

路 演 の ON/OFF や チャ 

ン ネ ル 、 音 旦 、 各 種 設定 

な ど に 使用 し ます 。 

マイ ク スピ ー カ ー 

マイ ク と 口元 は 約 5cm 薄型 スピ ー カ ー が 内 

離し て くだ さい 展 さ れ で いま す 。 


※ イ ラス ト は 、 シ ョ ー ト アン テ ナ タ イプ で す 。 
マイ ク 才 iC シー ル 類 を 肥 り 付け な いで くだ さい 。 相 手 に 通 括 過 が 聞 と えな く な り 誠 


ゃ 


隊 2RUCA0RR 


アン テ ナ マイ ク 端 子 
外部 マイ ク を 接続 する 
端子 で す 。( ゅ ら .5) 
イヤ ホン 端子 イン ジ ケ ー タ ー 
イヤ ホン や 外部 スピ ー カ ー を 送信 中 は 赤色 、 受 信 中 
する 端子 で す 。 ( ゅ 3.5) は 緑色 に 点灯 し ます 。 
ディ スプ レイ COL) NAK TTY 


中 継 チ ャ ン ネ ル 表 示 秘話 機能 VOX 


グル ー プ 番号 


チャ ン ネ ル 表 示 に つい て 
人 交 皇 通 話 時 レジ ャ ー、 ビ ジネス 両 詞 の 80 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


ーLO1 ーbO1 
し 表示 は = = ( b 表 示 は ( 
レジ ャ ー タ イブ ビジ ネス タイ ブ 

L-Log に ーb11 


b 表 示 の チャ ソン ネル で は 、 従 来 の ビジ ネス 
タイ プ (] ] チャ ン ネル 機 ) と 通信 で きま す 。 


人 @ 中 継 通 借 時 レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 8 アチャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


チャ ン ネ ル 


し 表示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の レジ ャ ー 
タイ プ (9 チ ャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


弐 本 操作 


本 機 の 抵 本 と な る 操作 方 法 を 説明 し ます 。 カス タマ イズ 方 法 や 拡張 機能 に つい て は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


民 吾 源 を 入れ る 


[ ゆ ] キ ー を 約 2 秒間 押し ます 。 
電源 を 切る と きも 同じ 操作 を し ます 。 


玉音 時 を 調整 する 
VOL[A/ マ ] キ ー を 押す 
ディ スプ レイ に 音 朝 レベ ル 「voL- 15」 が 表示 され ます 。 


キー を 押す と 「 ピ ッ 」 と いう 理 が 聞こ えま す の で 適切 な 音 景 に 詳 員 し て くだ さい 
斉 剖 調整 は 0 80 の 91 段階 で 、 初 期 状態 は 「 15」 に 設定 され て いま す 。 


田 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 
CH[4/ マ ] キ ー を 押す 」 「 
適 話し た い ト ラン シー バー すべ て を 同じ テ チャン ネル |』 1』 』 


に 合わ せま す 。 L( レ ジャ ー) 、 b( ビ ジネス ) の 表示 に 
注意 し て 合わ せ で て くだ さい 。 


キー を 押し 続け る と 連続 し て チャ ン ネ ル が 切り 鐘 わ り ま す 。 
CH[A ノ マ ] キ ー を 同時 に 押す と 「 ザ ーj と いう ノイ ズ が 関 こえ 折 青 の 目安 と か り ま す 。 適 切な 
音 に 調 紀 し て くだ さい 。 


受 信 す る 
偶 号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 手 の 声 が 聞こ えま す 。 
イン ジ ケ ー タ ー が 線 色 に 点 旭 し 、 デ ィ ス プレ イ の S メ ー タ ー が 信号 の 強 さ に 応じ て 点灯 し ます 。 


本 換 に は テー ル ノ イ ズ ギ キャ ン セ ラー 松 能 を 司 戦 し て お り 受 儲 了 時 の 「 ザ ッ 」 と いう ノイ ズ が 
低減 され て いま す 。 
(テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ラー 操 能 を 搭 税 し た 措 器 間 の 務 話 に お いて の み 有 有効 ) 


soda 

信号 中 軸 受信 し て いな いこ と を 確認 し て か ら [PTT] キ 
一 記 

の ター が 款 世に 点灯 し 、8 メ ー タ ー も 同時 に 
[PTT] キ ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 


の 強 さ 以上 の 価 史 を 受信 し て いる と き は 、 
リア セン ス ) 


IPT] キ ー な 准 す と 、 虹 人 待ち 葉 は 拓 態 に な わ ま す 。 
中 継 通 語 ee 
直接 の 通信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 中 継 器 を 介し て 通話 する こと 
が で きま す 。 別途 弊社 製 の 中 継 器 が 必要 で す 。 
画 チ ャ ン ネ ル を 合わ せる 
CH[A/ マ ] キ ー を 押す 


中 幼 遂 話 用 チャ ン ネル の L10… L18.b18 一 b89 
を 選択 し ます 。 

ー「 中 継が 点灯 し ます 。 

画 送 信 す る 

[PTT〕 キー を 押し 続け ます 。 

ー 直 後に 「 ビ ビッ 」 と いう 音 が 唄 り ます 。 
[PTT] キ ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 


コー ルト ー ン 機能 ooo 間 


送信 中 に CH[A/ マ ] キ ー を 押す と 、 呼 び 出し 音 が 鳴り 相手 を 呼び 出す こと が で きま す 。 
【4] と 4 | キー で は 背 色 が 異な り ます 。 


2) ピー プ 音 を DFF CC て いる と き 、 呼 び 出 し は 間 ませ ん 


グル ー プ トー ク 弱 又 …… 
同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 し ます 。 


①[GROUP] キ ー を 押す 
グル ー プ 番号 が 点灯 し ます 。 


⑧ グ ルー プ 番 号 を 合わ せる 


[FUNC] キ ー を 押し な が ら CH[4/w] キ ー を 押し 1 

て 自分 の グル ー プ の トラ ン シ ー バ ー を すべ て 同じ 1 

グル ー プ 番号 に し ます 。 ーー 
⑧ 送 信 す る 

[PTT] キ ー を 押し な が ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 

同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 の 相手 と だ け 週 語 で きま す 。 


・ グ ルー プ ト ー ク は トー ンス ケル チ と 呼ば れる こと が あり ます 。 _ 
・ グ ルー プ ト ー ク 和 磁 能 を 設定 し て いな い ト ラン シー バー は 聞 押 昔 は 聞こ えま す が 、 グ ルー プ 
トー ク 横 能 を 設定 し て いる グル ー ブ と は 通話 で きま せん 。 


人 と 合わ せ で 介し た 了 トー 人 号 の 生 度 に より 通 氏 が 途切れ る と と 
この よう な 場合 は 多 の グル ー プ 旬 号 


キー ロッ ク … 
キー ロッ ク し て お く と 誤操作 を 防止 で きま す 。 
信 簡 易 キ ー ロ ッ ク ( 間 量 変 更 可 能 ) 


[FUNC] キ ー を 約 秒 押し ます 。 
FLoc 1」 が 点 減 し た 後 、「 0 」 が 点灯 し ます 。 


解除 する に は 同じ キ ー 操 作 を し ます 。 


@ 通 常 キ ー ロ ッ ク (音量 更 不可 ) 
[FUNC] キ ー と [GHOUP] キ ー を 同時 に 約 ら 秒 押 し ます 。 
TLoc2j が 点 減 し た 後 、「 ひ m 」 が 点灯 し ます 。 
服 除 する に は 同じ キー 操作 を し ます 。 

電 入 時 四 内 夫 dtGi22HDHNO5H2646DROOODBHORRRIOCOR 
電池 の 残 暗 が 少な く な る と バッ テリ ー マ ー ク が マブ ビジ 


「 て 時 」 和 表示 に な り 、 電池 の 交換 時 期 が 近づい て いる 
こと を お 知ら せ し ま す 。 さら に 残 還 が 少な く な る と 


「 し 」 家 示 に な り ま す 。「 て 」 表 示 に な っ た 場合 | 人 
は 、 パ バッテリ ー を 充電 、 も し く は 新しい 電池 と 交換 し | 記 邊 I_I 
ii 


故障 と お 考え に な る 前 に 


症 . 状 原 処置 
電源 が 入ら な い 。 | 吉池 が 消耗 し て いる 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
表示 が 消え る 。 バッ テリ ー パ ッ ク を 充 臣 し て くだ 

さい 。 
電池 の 入れ 方 が 問 違 っ て い | 電 凶 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
る > 
音 が 出 な い 。 音 才 が 低 す ぎる 。 週 切な 音 昭 に 調 束 し て くだ さい)。 
受信 し な い 。 チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい し!。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 同じ グル ー プ 雌 号 に 合わ O せ て くだ さい 。 
送信 で き な い 。 | 信号 を 受 便 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら 送 信 す る か が 、 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 
3 分 の 通信 時 間 制 限 を 超過 | [PTT] キ ー を 離し 、2 秒 経 骨 し て か 
し て いる 。 ら 送 信 し て くだ さい 。 
PTT オ ン オ フ 機 能 が OFF に | PTT オ ン オ フ 機 能 を ON に 設定 し 
な っ て いる 。 て くだ さい 。 
キー 操作 で 寺 な | キー ロッ ク さ れ て いる 。 キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 
い 。 
売 電 し な い 。 充電 端子 が 汚れ て いる 。 充電 端子 の 汚れ を 間 い た 着 で 拭き 
取っ て くだ さい 1。 
バッ テリ ー バ パッ ク が きち ぢ ん | バッ テリ ー バ ッ ク を 正しく 入れ 直 
と 装 靖 さ れ て いな い 。 し て くだ さい . 


処 較 を 実施 し て も 界 常 が 続く と き は り セ ッ ト し て くだ さい 。 
徳 池 が 消耗 し て いる と まれ に 誤動作 する こと が あり ます 。 バッ テリ ー を 充電 も し く は 
新しい 電池 に 変換 し て くだ さい 。 


生産 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


生産 総 了 製品 に 関し て は 下記 の 一 定期 間 補修 用 部 品 を 常備 し て いま す 。 
不測 の 事態 に より 在庫 が な く な り 、 修 理 が で き な い 場合 も あり ます の で ご 
了承 くだ さい 。 

補 公 用 部 品 の 保有 期間 は 生産 終了 後 5 年 で す 。 


オプ ショ ン 一 覧 


EBP-80 リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パック (3.7V980mAh ス ペア ) 
EDGC-188@ 到 電 スタ ンド (スペ ア ) 

EDC-138 AC ア ダブ ター (スペ テッ 

EMS-58 (※1) スピ ー カ ー マ イ グ 

EME-46A ヘッ ド セ ッ ト 

EME-B スト レー トコ ー ド イヤ ホン (オー プン エア ) 
EME-26 カー ルコ ー ド イヤ ホン (オー プン エア ) 
EME-50 スト レー トコ ー ド イヤ ホン ( 耳 か け 型 ) 
EME-52A イヤ ホン マイ ク (オー プン エア ) 
EME-53A (※8) ヘルメット 用 ヘッ ド セ ッ ト 
EME-34A イヤ ホンマ イク (カナ ル 型 ) 
EME-81A イヤ ホン マイ ク (グレ ー) 
EME-21AB イヤ ホン マイ ク (ブラ ッ ク ) 
EME-49A イヤ ホン マイ ク (オー プン エア ) 
FME-39A 咽喉 イヤ ホン マイ ク 

EME-89A イヤ ホン マイ ク ( 耳 が け 型 ) 
EME-57A イヤ ホン マイ ク (カナ ル 型 財 が け ) 、 
EME-30A イヤ ホン マイ ク (ブー ム 型 ) 
EME-51A イヤ ホン マイ ク ( 耳 か け 型 ) 
EME-31A イヤ ホン マイ ク (マイ クロ ) 
ESC-55 ソフ ト ケ ー ス 

EDH-38 乾 二 池 ケー ス 


(※1) スピ ビー カー マイ ク は 、PTT ホー ルド 機能 、VOX 機 能 が 使用 で きま せん 。 


_L10 _b1a お 作 い に な る 中 肝 上 の 設定 な ご 絢 感 し て くだ さい 。 . 開 
し 示 は ( b 表 示 は 0 、 條 最も ク グループ ブ トーク 概 衣 を 設定 し 』 て くだ さい 。 6 (※P) バイ ク 用 ヘル メッ ト に は 使用 で きま せん 。 
示 = ド 剛 
2 半 。 
Lt8 ーb29 「 但 涼 が 入ら な い 」「 オ ン オ フ を 細 り 返す J「 デ ィ ス プレ イ の 韻 示 が 消え る 」 な どの 症状 が 出 た 場合 
9 チャ ン ネ ル 8 チャンネル も 手 が 光 え られ る た め 、 バ ッ テ リ ー を 却 負 、 も し く は 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 送受 億 周波 数 | レジャー チャ ン ネ ルル 481.8185~ 421.9125MHz( 受 信 ) 
さ リセ ッ ト ………… 22 0528320220526728055tSe5iR825832Xe2825492583285e 422.2000… 428.3000MHz 
ッ ト モ ー ド リセ ッ ト 440 8625 440.3685MHz( 誠 人 ) 
各種 能 を 用 途 や お 好み に 合わ せ て カス タマ イズ する こと が で きま す 。 セッ トモ = ド 人 人 衣 本 EROS が 2 が か 29 っ CR 四半 交 On ウネ ステ ャ ン ネ KM | 2520800 >4ge 1250M と 
cm me ェ ー aa/) d P4 
セッ トモ ー ド に する …… bt | 短所 (リチウム イオ ン ノ アル カリ 乾 仙 HAL Li | IFUNCJ キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 | 画 還 且 ら 4 440.0850 一 440.2375MHzG※ 人 ) 
①[FUNC] キ ー を 押し な が ら [GROUP] キ ー を CP コン パン ダー( バ パッ クノ イズ 低減) OFF/QGN OFF | ディ スプ レイ 全 点 灯 中 に [FUNC] キ ー を 可 し ます 。 il ll- ロ ( 邊 周 流 数 制御 '] 451.8000MHz( 受 信 ) 
押し ます 。 vo ロ OFF/LO/HI OFF 工場 出荷 状態 の [LO1」 に な り ま す 。 LIL R 導 訂 前 ま ー チャ ヤン ネル ] 440. 8500MLHz( 送 信 ) 
ー セ ッ ト モ ー ド に 入り 、 項 目 が 表示 され ます 。 SC OFFZON OFF 逢 入 向 FETFMDFTD(FSK) 
④[GROUP] キ ー を 押す ど と に 項目 が 切り 奉 わ bP | ビー フ 音 キー 名 DFFZ1 5 1 その 他 の 機能 送 . 信 出力 :| 10mWZ1mW 
2 EP エン ドビー( 生 和 了 計 ) OFF/ON GFF | HE 妥 信 王 度 |・14Bu (15dB SINAD) 
トコ BL ペル ( ぽ び 出 じ お 知ら せ ) OFFZON__ | OFF | 本寺 に 記載 し て いな い 鉱 職 衣 に つい て は 半 社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 | 硬 恵 国力 | 100mWE 
の [PTT] キ ー を 押し て 設定 を 完了 し ます の 5 ラジ ンプ 、 OFF5 炒 /ON 5 秒 http://www.alincp.cO.jp/ 一 「 電 子 事業 」 通信 方 式 | 単 信 方 式 、 半 複 償 方 式 
52 破 定 を 裕 了 し ます 。 PH PTT ホ ー ル ド (※ 信 保持 OFEZON OFF 選 : 香 : 正 」|DC 8 フリ ソン オ 85V 
に 送 『 還 
セッ トモ ー ド に つい て の 詳し い 内 容 和 や 、 本 穫 に 記 地 し て いな い 上 級 セ ッ ト モ ー ド に つい F ーー フ ( 2 は 1 蛍 2 人 5 S 動作 温度 蓄 囲 | -10C 一 +5O や (但し 充電 は 0 セー- ト 40 や ) 
fmww no0.COj5/ 国 イヤ ホン 内 OFFZDN ON どら > は PP 
D: jp と に 交互 受信 し 、 そ の どちら と も 通話 する ネル な ご ど を 遠隔 操作 する 機能 で す 。 アン テ ナ 長 さ ロ ング 150mm プ ミド ル 72mm ノ ショー ト 36mm 
CB コー ル バ ッ ク OFF/ON OFE と と が で きる モー ド で す 。1 台 の トラ ンジ 中 継 器 DJ-PIO1H、DJ-P1 1 1R、 ー こ 
[FUNCJ キ ー を 押し は じ め た ら す ぐに {GROUPT キ 押し で くだ さい 。【FUNC Fo 送信 出力 (HL10mW/Lo:1mW) Lo/Hi Hi ー バ ー で ら 台 の は た らき を し ます 。 DJ-P112H に 対応 し て いま す 。 に 走 | 約 1108 (バッ テリ ー バ ッ ク 含 お ) 
に 一 一 を 同時 に : ー ロ > 8 薄 急 避 報 反 | 
キー を 友軍 また は FUNGI そ ー と 15ROUP キ な に 有 く 多き と キー ロッ ク EmG | 革 弦 ( 「SELE」 長押 し で 通 吉 ) | OFFZDN OFF CE9B59 ディ ネフ レイ ES が USOW た Ss を ag | 人 3 な く 守 する 旬 人 がめ り ます > Ss ss 
= ーーー エン ド ピ ー (和信 和 了 草 ) は 選 信 誠 か 発せ られ る た め 、 換 能 を ONVOFf す る 隙 は 信人 リセ ッ ト する に と で 正当 な 拓馬 に 回 視 す る と と が お り ます 。 PU 5 0 
人 衣 le て く Et いる 場合 が あり ます 。 


